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江
戸
時
代
の
土
塁

城
下
町
・
宿
場
町
・
港
町 

土
浦

　

か
つ
て「
土
浦
に
過
ぎ
た
る
も
の
は
二
つ

あ
り
、刻
の
太
鼓
に
關
の
鉄
砲
」と
い
う
里

謡
が
あ
り
ま
し
た
。「
關
の
鉄
砲
」と
は
土
浦

藩
士
で
炮
術
指
南
を
勤
め
た
關
家
の「
關
流

炮
術
」の
こ
と
で
す
。現
在
も
關
家
及
び
炮

術
は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。「
刻
の
太
鼓
」に

つ
い
て
は
、江
戸
時
代
初
期
か
ら
廃
藩
ま
で

の
約
百
年
間
、土
浦
城
櫓
門（
別
名「
太
鼓

櫓
」）に
据
え
ら
れ
た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

城
下
に
時
を
知
ら
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。太
鼓
櫓
と
太
鼓
が
セ
ッ
ト
で
現
存

し
て
い
る
事
例
は
希
少
。江
戸
時
代
の
土
浦

を
代
表
す
る
両
者
の
存
在
が
城
下
町
土
浦

の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

城
下
町
・
宿
場
町
・
港
町 

土
浦

　

筑
波
山
と
霞
ヶ
浦
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
浦
市
は
、

上
高
津
貝
塚
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
遺
跡
群
が
物
語
る
よ
う
に
、

遠
い
昔
か
ら
人
々
が
住
ん
だ
豊
か
な
場
所
で
し
た
。

　

霞
ヶ
浦
に
面
し
た
河
口
の
地
に
土
浦
城
が
築
か
れ
た
の
は

室
町
時
代
頃
と
思
わ
れ
、戦
国
時
代
に
は
戦
の
舞
台
と
な
り
ま
す
が
、

城
の
施
設
や
城
下
町
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
の
は
、

江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
９
年（
一
六
〇
四
）、水
戸
街
道
が

城
下
町
を
通
る
頃
か
ら
で
す
。

　

城
下
町
は
、内
西
町
、外
西
町
、鷹
匠
町
、立
田
町
他
の
侍
屋
敷
と

街
道
沿
い
の
中
城
町
、本
町
な
ど
の
町
屋
敷
か
ら
な
り
、

今
で
も
急
カ
ー
ブ
で
曲
が
る
道
な
ど
に
旧
城
下
町
の

名
残
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

土
浦
宿
に
は
、本
陣
が
２
か
所
、旅
籠
、問
屋
、

商
家
な
ど
が
軒
を
連
ね
、大
い
に
賑
わ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
、今
も
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を

示
す
古
い
家
並
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
土
浦
宿
は
、後
に

享
保
12
年（
一
七
二
七
）、

藩
の
援
助
に
よ
っ
て
川
口
河
岸
が

整
備
さ
れ
る
と
、陸
路
の
要
衝
と
し
て

だ
け
で
な
く
、港
町
と
し
て
も

栄
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

霞
ヶ
浦
・
利
根
川
・
江
戸
川
を

つ
な
ぐ
内
陸
水
路
に
は
物
資
を

運
ぶ
高
瀬
船
が
行
き
交
い
、

川
口
河
岸
に
は
船
問
屋
が

軒
を
連
ね
て
い
た
と

い
い
ま
す
。現
在
は
、

埋
め
立
て
に
よ
っ
て

河
岸
の
お
も
か
げ
は

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
や

遊
覧
船
の
姿
が

レ
ジ
ャ
ー
の
港
と
し
て
の

現
代
の
土
浦
港
の
性
格
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
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土
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、14
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中

に
初
め
て
そ
の
文
字
が
見

ら
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。
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町名由来
「敷島の大和心を人問はば、
　　　　　朝日に匂う山桜かな」

（敷島・朝日・匂・小桜）町名由来（敷島・朝日・匂・小桜）

本居宣長の歌からとったものと言われています。

新川新川
春になると約２００本のソメイヨシノ
が満開になります。枝が水面に覆い
かぶさり、みごとな桜のトンネルにな
ります。

土蔵2階建て造りの4つの蔵（見世
蔵、袖蔵、元蔵、向こう蔵）からなり、
元蔵、向こう蔵は天保13年（1831）
の建造です。現在、観光情報を提供
するアンテナショップとして利用され
ています。レンタサイクルもあります。

まちかど蔵 大徳まちかど蔵 大徳

市立博物館市立博物館
亀城公園に隣接する地上３階地下１
階の城郭を模した造りの市立博物館
です。「霞ヶ浦に育まれた人 の々くら
し」をメインテーマに、「大名土屋家
の文化」など土浦城下町の歴史と文
化、特色について詳しく紹介していま
す。

郁文館正門郁文館正門
天保10年（1839）土屋家藩主寅直の
時代に造られた藩校「郁文館」の正
門部分。「郁文」とは、『論語』からの
引用で、学問や教育の盛んな様を意
味するそうです。藩校は、文館と武館
に分けられ、藩士の子弟が学問や武
道を学んだ場所です。現在は土浦第
一中学校構内に保存されています。

歴史の小径歴史の小径
土浦城址周辺、まちかど蔵周辺など
の歴史情緒ある町並みを巡る石畳の
散策路です。アイコン❶が目印。
また、このエリアは町自体が歴史、文
化をそのまま体験できるフィールド
博物館。アイコン❷、❸、❹の場所に
ある解説を読みながら町歩きを楽し
もう！

帆曳船帆曳船

霞ヶ浦の夏の風物詩。７月２１日から
１０月中旬の土・日・祝日の午後に運
行しています。

QRコードより
アクセス下さい。

イベント・食など 昔の写真 みどころ

土浦ケータイサイト土浦ケータイサイト土浦ケータイサイト

櫓門櫓門東櫓東櫓

前川町にあった門を移設。

博物館になっています。 当時のままの櫓門。

樹齢500年を超えると言われています。

旧前川口門（高麗門）旧前川口門（高麗門） 霞門霞門

亀城のシイ亀城のシイ 西櫓西櫓

❶　  ❷　  ❸　　  ❹
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土浦市観光協会 ☎029-824-2810
お問い合わせ先
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見
方
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場
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グ
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ド
博
物
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解
説
柱

中
城
町
江
戸
時
代
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旧
町
名

祇
園
町
大
正
以
後
に

　

使
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さ
れ
た
旧
町
名
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目
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在
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・
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水
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町
方

桜
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名
所

歴
史
の
小
径
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筒
名
は「
抜
山
銃
」

総
重
量
25 

kg
、
弾
丸

重
量
1.8 

kg
、射
程
距
離

は
2.8 

km
で
あ
る
。銃
身

や
火
挟
・
火
皿
・
猿
渡

り
な
ど
に
は
、菊
花
や

萩
花
の
金
銀
真
鍮
象
嵌
が
施
さ
れ
、裏
に
は
寛
永
10
年

（
一
六
三
三
）か
ら
寛
文
６
年（
一
六
六
六
）に
か
け
て
町

打
ち
の
記
録
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。銘
文
に
よ
る
と
寛

永
の
始
め
、關
八
左
衛
門
尉
久
信
の
依
頼
に
よ
り
、江

州
国
友
丹
波
大
塚
橘
宗
俊
が
製
作
し
た
も
の
。宗
俊
の

大
塚
任
官
は
元
和
５
年（
一
六
一
九
）で
あ
り
、寛
永
10

年
に
は
こ
の
銃
で
町
打
ち
を
行
っ
て
い
る
の
で
、こ
の

間
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
浦
道
中
絵
図

〜
殿
様
が
描
い
た
水
戸
街
道
〜

い
ま
の
水
戸
街
道

土
浦
道
中
絵
図
と
は…

旅
の
み
ど
こ
ろ

真
鍋
村

荒
川
沖
宿

あ
ら
か
わ
お
き
じ
ゅ
く

ま
な
べ
む
ら

土
浦
宿

つ
ち
う
ら
じ
ゅ
く

中
貫
宿

な
か
ぬ
き
じ
ゅ
く

中
村
宿

な
か
む
ら
じ
ゅ
く

中
高
津
村
・
下
高
津
村
な
か
た
か
つ
む
ら

し
も
た
か
つ
む
ら

南
門
の
跡

北
門
の
跡

橋
の
跡

善
応
寺
の
照
井
の
井
戸

八
坂
神
社

荒
川
沖
の
一
里
塚

　

塚
は
牛
久
市
と
の
境

に
あ
り
、東
側
が
牛
久

市
、西
側
が
土
浦
市
に

所
属
し
ま
す
。

こ
こ
は
日
本
橋
か
ら
布

川
を
経
て
17
番
目
に
当

た
り
ま
す
。

　

享
保
12
年（
一
七
二
七
）に
大
町
が
築
か
れ
る
ま
で
は

こ
こ
が
土
浦
城
の
南
端
で
し
た
。土
浦
城
と
水
戸
街
道

の
整
備
に
伴
い
、慶
長
18
年（
一
六
一
三
）に
川
に
は
橋

（
簀
子
橋
）が
掛
け
ら
れ
、正
面
に
南
門
、脇
に
番
所
が

置
か
れ
る
と
共
に
、川
の
向
こ
う
側
に
は「
枡
形
」と
呼

ば
れ
る
城
の
防
御
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。貞
享
２

年（
一
六
八
五
）に
大
規
模
に
改
修
さ
れ
、形
態
的
に
は

角
馬
出
と
な
り
ま
す
。明
治
６
年（
一
八
七
三
）撤
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

枡
形
や
馬
出
と
い
っ
た
城
の
主
要
な
防
御
施
設
は

城
下
か
ら
城
内
へ
入
る
と
こ
ろ
に
設
け
る
の
が
一
般

的
で
あ
り
、土
浦
城
の
よ
う
に
水
戸
街
道
と
い
う
主
要

街
道
に
大
規
模
な
防
御
施
設
を
設
置
し
て
い
る
例
は

全
国
で
も
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

北
門
は
、土
浦
城
の
北
端
で
水
戸
街
道
北
側
の
出
入

口
で
も
あ
り
ま
す
。慶
長
８
年（
一
六
〇
三
）設
置
と
伝

え
ら
れ
、門
の
前
に
は
城
の
防
御
施
設
と
し
て
半
円
形

の
馬
出
が
築
か
れ
ま
し
た
。な
お
貞
享
３
年（
一
六
八

六
）に
更
に
馬
出
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、全
国
的
に
も

類
を
見
な
い
Ｓ
字
形
の
馬
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
辺
り
が
土
浦
八
景「
北
門
暮
雪
」の
場
所
に
あ

た
り
ま
す
。

　

大
筒
と
は
大
型
の
火
縄
銃
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。筒

名
は「
谷
神
」総
重
量
約
80 

kg
、弾
丸
重
量
3.6 

kg
、射
程

距
離
3.9 

km
、人
が
抱
え
て
撃
つ
も
の
と
し
て
は
、国
内

最
大
級
の
も
の
で
す
。筒
や
地
板
・
火
挟
・
猿
渡
り
な
ど

に
、揚
羽
蝶
・
菊
花
・
唐
草
の
金
銀
象
嵌
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
銘
文
に
よ
る

と
、
天
保
14
年（
一
八

四
三
）８
月
關
内
蔵
助

知
信
の
依
頼
に
よ
り
、

武
蔵
住
冨
岡
源
吉
久

が
製
作
し
た
も
の
で
、

象
嵌
の
金
工
師
は
後

藤
清
乗
で
す
。

　

土
浦
城
下
に
水
戸
街
道
が
開
通
後
、幕
府
の
直
営
工

事
に
よ
り
慶
長
18
年（
一
六
一
三
）に
桜
川
に
銭
亀
橋
、

旧
桜
川
に
は
桜
川
橋（
桜
橋
）、南
門
外
の
堀
川
に
簀
子

橋
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。現
在
は
旧
桜
川
は
埋
め
立
て

ら
れ
暗
渠
と
な
っ
て
亀
城
通
り
を
流
れ
て
い
ま
す
。橋

は
亀
城
通
り
が
開
通
時
に
取
り
除
か
れ
、
現
在
、
親
柱

が
残
っ
て
い
ま
す
。桜
橋
の
跡
は
土
浦
の
道
路
の
基
点

と
な
っ
て
お
り
、道
路
原
標
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

土
浦
藩
主
土
屋
家
第
４
代
当
主
篤
直
が
宝
暦
８

年（
一
七
五
八
）、27
歳
の
時
に
描
い
た
も
の
で
す
。長

さ
18 

m
に
も
及
ぶ
絵
図
に
は
、
水
戸
街
道
の
う
ち
、

隅
田
川
に
か
か
る
千
住
大
橋
か
ら
土
浦
藩
領
北
端

の
中
貫
原
ま
で
の
街
道
沿
い
お
よ
そ
68 

km
の
風
景

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。黒
、黄
、茶
の
三
色
の
色
彩
で

街
道
沿
い
の
道
標
や
一
里
塚
、
橋
や
松
並
木
、
町
並

み
や
本
陣
、冠
木
門
な
ど
の
要
所
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、瓦
葺
と
茅
葺
ま
で
も
描
き
分
け
て
い
ま
す
。「
土

浦
道
中
絵
図
」の
表
題
は
表
紙
に
貼
ら
れ
た
外
題
に

よ
る
も
の
で
、
巻
末
に
「
宝
暦
八
戊
寅
歳
九
月　

帰

城
之
節
改
之
自
画
之
」の
墨
書
き
と
落
款
が
押
さ
れ

て
い
ま
す
。
土
屋
家
は
定
府
で
参
勤
交
代
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
篤
直
の
時
代
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら

11
月
ご
ろ
ま
で
土
浦
城
に
滞
在
す
る
こ
と
を
通
例
と

し
て
い
ま
し
た
。
篤
直
直
筆
の
日
記
「
在
城
中
覚
日

記
」
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
８
年
（
一
七
五
八
）
９
月
11
日
に

小
石
川
の
上
屋
敷
を

出
発
し
、
13
日
に
は
土

浦
城
に
到
着
し
て
い

ま
し
た
。

土
浦
市
指
定
文
化
財
。

土
浦
市
内
の
個
人
所

蔵
資
料
。

　

３
代
藩
主
陳
直
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、生
後
２

年
足
ら
ず
で
家
督
を
相
続
し
、九
万
五
千
石
の
藩
主

と
な
り
ま
し
た
。家
譜
に
よ
る
と
藩
主
を
務
め
る
か

た
わ
ら
幕
府
の
奏
者
番
や
寺
社
奉
行
な
ど
を
歴
任
、

45
歳
で
没
し
ま
し
た
。「
土
浦
道
中
絵
図
」は
篤
直
が

27
歳
の
時
に
描
い
て
い
ま
す
。ま
た
、宝
暦
３
年（
一

七
五
三
）
か
ら
安
永
５
年
（
一
七
七
六
）
ま
で
の
23
年

間
に
約
100
冊
を
越
え
る
日
記
を
書
き
残
し
、そ
の
日

の
天
候
や
着
衣
、
行
き
先
や
公
務
、
来
信
な
ど
が
細

か
く
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、宝
暦
２
年（
一
七
五
二
）、23
歳
の
と
き
帰
城

し
た
際
、領
内
の
小
松
村
の
高
台
に
霞
ヶ
浦
や
筑
波

山
を
望
む
小
さ
な
庵
を
建
て「
垂
松
亭
」と
名
付
け
、

こ
こ
で
八
景
を
選
定
し
、江
戸
か
ら
従
っ
て
き
た
奥

医
師
ら
に
和
歌
と
漢
詩
を
詠
ま
せ
、絵
師
に
絵
を
描

か
せ
て「
垂
松
亭
八
景
詩
巻
」を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
垂
松
亭
八
景
」
に
選
ば
れ
た
の

は「
霞
浦
帰
帆
」「
小
松
秋
月
」「
田

面
落
雁
」「
照
井
晩
鐘
」「
田
村
夜

雨
」「
銭
亀
橋
夕
照
」「
高
津
晴
嵐
」

「
筑
波
暮
雪
」。領
内
の
寺
院
や
城

内
の
施
設
な
ど
を
網
羅
し
た
も

の
で
し
た
。

　

江
戸
幕
府
の
重
要
な
街
道
の
一
つ
で
、五
街
道
で

あ
る
日
光
道
中
付
属
の
街
道
。
開
通
は
、
慶
長
９
年

（
一
六
〇
四
）
土
浦
藩
主
松
平
信
吉
の
時
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。日
本
橋
を
起
点
に
千
住
宿
で
日
光
道
中

と
分
か
れ
、
水
戸
ま
で
お
よ
そ
30
里
の
道
程
。
大
名

や
旗
本
、一
般
庶
民
が
行
き
来
し
た
当
時
の
主
要
道

路
で
し
た
。
土
浦
市
域
で
は
、
荒
川
沖
、
中
村
、
土
浦

城
下
、
中
貫
に
宿
場

が
置
か
れ
、本
陣
や

旅
篭
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
期
に
陸

前
浜
街
道
と
改

め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

水
戸
街
道
は
慶
長
９
年（
一
六
〇
四
）に
整
備
さ
れ
た

五
街
道
に
次
ぐ
重
要
な
道
路
で
、土
浦
城
下
を
南
か
ら

東（
霞
ヶ
浦
）側
を
回
っ
て
北
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。土

浦
宿
は
日
本
橋
よ
り
18
里
半
（
約
74 

km
）の
距
離
に
あ

り
、千
住
で
日
光
街
道
か
ら
分
か
れ
た
水
戸
街
道
11
番

目
の
宿
場
町
で
す
。
土
浦
宿
に
は
、
大
町
〔
享
保
12
年

（
一
七
二
七
）築
〕・
田
宿
町
・
中
城
町
か
ら
な
る
中
城
分

の
町
と
、
本
町
・
中
町
・
田
町
・
横
町
か
ら
な
る
東
崎
分

の
町
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
名
主
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
大
名
な
ど
が
宿
泊
す
る
本
陣
は
、
本
町
の
大
塚
家

（
現
：
土
浦
商
工
会
議
所
）
と
、
大
田
家
（
寛
保
２
年(

一

七
四
二)

ま
で
）・
山
口
家
（
現
：
ま
ち
か
ど
蔵
大
徳
脇
の

道
奥
・
延
享
元
年(

一
七
四
四)

以
降
）
が
務
め
、
こ
の
２

つ
の
本
陣
を
中
心
に
旅
籠
、
問
屋
、
商
人
宿
、
船
宿
、
茶

屋
、商
家
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
土

浦
城
の
鎮
守
、明
治
以

後
は
土
浦
の
総
鎮
守

と
し
て
奉
斎
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

善
応
寺
観
音
堂
下
の
泉
の
名
。
臼
井
、
鏡
井
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
量
豊
富
で
日
照
り
に

も
衰
え
ず
、
古
く
か
ら
住
民
や
街
道
を
行
き
交

う
飲
料
水
と
な
り
、
今
も
湧
き
続
け
て
い
ま
す
。

寛
文
10
年
（
一
六
七
〇
）
土
浦
城
主
土
屋
家
初
代

土
屋
数
直
は
、
土
浦
城
ま
で
の
９
町
40
間
（
１
０

１
８
ｍ
）
樋
を
埋
設
し
て
、
城
内
の
上
水
道
に
用

い
た
と
い
わ
れ
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
樋
や
枡

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

荒
川(

沖)

宿

　

牛
久
ま
で
の
２
里

の
上
り
だ
け
の
片
継

ぎ
で
し
た
。本
陣
は
な

く
、旅
籠
、茶
店
、遊
郭

が
あ
り
ま
し
た
。

大
聖
寺

　

長
徳
元
年（
九
九
五
）

成
尊
僧
都
開
山
と
伝

え
ら
れ
る
名
刹
。

は
じ
め
は
永
国
村
に

造
ら
れ
、小
田
孝
朝

が
小
田
領
鎮
護
の

た
め
つ
く
ば
市
の

西
平
塚
へ
移
設
、

小
田
氏
滅
亡
後

（
天
正
年
間
）に
現

在
の
場
所
に
移
り

ま
し
た
。本
尊
の
不

動
明
王
は
室
町
時

代
の
作
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

愛
宕
神
社

　

土
浦
城
の
表

鬼
門
よ
け
。土

浦
藩
主
土
屋

家
初
代
当
主

土
屋
数
直
が

奉
斎（
延
宝

七
年（
一
六

七
九
年
））。

か
つ
て
は
、

こ
こ
か
ら

霞
ヶ
浦
を
一

望
で
き
る
風

光
明
媚
な
場

所
と
し
て
知

ら
れ
、社
前

に
あ
る
造
点

の
碑
に
は
、

こ
こ
の
御
神

燈
が
霞
ヶ
浦

か
ら
川
口
港

に
入
る
船
に

と
っ
て
灯
台

の
役
割
を
果

し
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

真
鍋
の
道
標

　

こ
の
道
標
は
真
鍋
坂

上
の
水
戸
街
道
と
筑
波
街
道
の
分

岐
点
に
享
保
17
年（
一
七
三
二
）に

建
て
ら
れ
て
い
た
土
浦
最
古
の
道

標
で
す
。こ
の

道
標
は
現
在
、

市
立
博
物
館

敷
地
に
移
さ

れ
て
い
ま
す
。

真
鍋
の
サ
ク
ラ

　

明
治
40
年
（
一
九
〇
七
）

真
鍋
小
学
校
を
現
在
地
に

移
築
し
た
時
、
校
庭
の
南

端
に
記
念
植
樹
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
の
後
の
校
庭

の
拡
張
に
よ
り
、
現
在
で

は
校
庭
の
中
央
に
５
株
が

残
存
し
て
ま
す
。
樹
種
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
。

中
貫
宿

　

土
浦
宿
と
稲
吉

宿
の
中
間
に
位
置

し
、本
陣
の
他
問

屋
、旅
籠
、馬
宿
な

ど
が
街
道
沿
い
に

整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。現
在
も
屋
敷

林
を
持
つ
重
厚
な

門
構
え
の
家
が
並

ぶ
約
200
ｍ
ほ
ど
の

通
り
は
、旧
街
道

の
面
影
を
色
濃
く

残
し
て
い
ま
す
。

板
谷
の
一
里
塚

松
並
木

　

江
戸
幕
府
は
、主

要
街
道
沿
い
に
一

里
塚
と
松
並
木
を

整
備
し
て
旅
人
の

便
宜
を
は
か
り
ま
し

た
。一
里
塚
は
慶
長

９
年（
一
六
〇
四
）江

戸
幕
府
が
全
国
の
主

要
街
道
一
里
ご
と
に

築
か
せ
た
塚
で
、水
戸

街
道
に
も
江
戸
日
本

橋
を
起
点
と
し
て
設

け
ら
れ
ま
し
た
。板
谷

の
一
里
塚
は
、日
本
橋

か
ら
20
番
目
の
位
置

に
あ
り
、街
道
両
側
に

塚
が
残
っ
て
い
る
極

め
て
貴
重
な
も
で
す
。

鉄
砲
塚

　

文
久
３
年（
一
八

六
三
）幕
府
の
政
策

に
よ
り
、江
戸
詰
め

藩
士
が
常
名
の
新

郭
に
移
住
し
、こ

こ
に
射
撃
訓
練
場

の
た
め
の
塚
を
築

き
ま
し
た
。こ
の

塚
の
近
く
に
は

洋
式
錬
兵
を
し

た
調
錬
場
も
あ

り
ま
し
た
。な

お
、国
許
の
藩

士
は
、立
田（
現

土
浦
二
高
内
）

に
は
小
目
当
用

の
、中
貫
原
に

は
町
打
ち
用

の
鉄
砲
塚
が

あ
り
ま
し
た
。

旧
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校
本
館
（
現
土
浦
一
高
）

　

明
治
37
年
（
一
九
〇
四
）

に
竣
工
。
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

を
基
本
と
し
た
意
匠
で
、

平
面
構
成
は
左
右
対
称
の

凹
字
型
を
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
ス
レ
ー
ト
葺
。
壁

は
ド
イ
ツ
下
見
板
張
り
。

旧
制
中
学
校
で
は
最
初
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

中
村
宿

　

水
戸
街
道
開
通
の

際
、宿
場
を
形
成
す
る

た
め
に
中
村
西
根
の

集
落
か
ら
移
住
さ
せ

ら
れ
て
で
き
た
集
落

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
方
面
か
ら
下
っ

て
く
る
と
土
浦
藩
領

最
初
の
宿
場
で
あ
り
、

本
陣
、問
屋
や
数
軒

の
旅
籠
な
ど
で
当
時

は
大
い
に
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。宿
の

は
ず
れ
に
は
日
本

橋
か
ら
18
番
目
の

一
里
塚
が
あ
り
ま

し
た
。

下
高
津
の
道
標

　

享
保
18
年

（
一
七
三
三
）建

立
の
道
標
が
あ

り
、「
右
江
戸
道 

左 

な
め
が
わ
あ

ば
道
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
あ
ば
」は
、稲

敷
市
の
阿
波
の
大
杉
神
社
、

「
な
め
が
わ
」は
、千
葉
県
成

田
市
の
滑
川
観
音（
坂
東
三

十
三
観
音

の
ひ
と

つ
）の
こ

と
。 中

村
宿

荒
川
沖
宿中

高
津
村

下
高
津
村

土
浦
宿

中
貫
宿

真
鍋
村

至江戸
（東京）

至水戸

　

江
戸
時
代
に
は
、一
般
庶
民
が
自
由
に
村
を
離
れ
て

旅
に
出
る
こ
と
は
で
き
ず
、名
主
の
発
行
し
た
旅
行
手

形
を
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
関
所
を
通
る
こ
と
も
、宿

泊
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
農
閑

期
に
な
る
と
、神
社
参
詣
の
名
目
で
旅
に
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。神
社
、仏
閣
へ
参
詣
や
寄
付
を
す
る
組
織

（
講
中
）を
結
び
、村
を
代
表
し
、あ
る
い
は
何
人
か
を
連

れ
だ
っ
て
、遠
く
は
伊
勢
ま
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
旅

土
屋
篤
直
（
一
七
三
二
〜
一
七
七
六
）

あ
つ
な
お

水
戸
街
道

水
戸
街
道
と
町
並
み
「
土
浦
宿
」

「
是
従
北

   

土
浦
藩
領
」石
柱

真
鍋
の
道
標

※

市
立
博
物
館
内
に
移
設

「
是
従
南
土
浦
藩
領
」石
柱

※

市
立
博
物
館
内
に
移
設

※　  は亀城公園内に移設。※　  は亀城公園内に移設。

※詳しくは裏面参照

中貫宿

真鍋村

荒川沖宿

土浦宿

中村宿

中高津村
下高津村

土浦宿

中村宿

と
い

ま
す

中高津村
下高津村

土屋家の家紋

永
国
村

大
聖
寺

中
高
津
村

下
高
津
村

常
福
寺

備
前
川

東
光
寺

等
覚
寺

花
蔵
院

大
手
門

浄
真
寺

不
動
院

千
手
院阿

弥
陀
院

一
里
塚
の

　
　

井
戸
跡

北門の跡

土浦城

本陣跡

桜橋の跡

真
鍋
村

真鍋の道標
※市立博物館内
　　　   に移設

善
応
寺

赤
池

水
戸
街
道

松
並
木

鹿
島
神
社

八坂神社

板
谷
の
一
里
塚

中
貫
宿

安
穏
寺

愛宕神社

中村宿

荒川(沖)宿

一
里
塚
跡

中
貫
原

銭
亀
橋

南
門
の
跡

木造地蔵菩薩立像ほか

搦手門

前川口門

道
祖
神

火
除
け

  

の
高
垣

西
根
集
落

荒
川
沖
の
一
里
塚山

門
四
脚
門

常
福
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

木
造
薬
師
如
来
坐
像

照
井
の
井
戸

善
応
寺
観
音
堂

旧
茨
城
県
立
土
浦
中
学
校

本
館

中
貫
宿
本
陣

關
流
大
筒(

谷
神)  [

写
真
上]

こ
く
し
ん

關
流
大
筒 [

写
真
下]

(

抜
山
銃)

ば
っ
さ
ん
じ
ゅ
う

下高津の道標

郁文館

真
鍋
の
サ
ク
ラ

鉄砲塚

荒川沖宿通り

中高津の風景

桜
川
の
お
花
見

桜
川
の
お
花
見

銭亀橋と筑波山銭亀橋と筑波山

明治時代の商店
　　　（中城通り）
明治時代の商店
　　　（中城通り）

筑波鉄道汽車

銭亀橋より下高津を望む

赤沼付近赤沼付近

真鍋宿通り

大正13年ごろの桜橋大正13年ごろの桜橋

現在の桜橋現在の桜橋
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